
日本天文学会2005年春季年会

T03b XMM-NewtonによるAbell851周辺の大規模構造のＸ線観測
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Subaru望遠鏡 Suprime-Camによって、A851銀河団 (z = 0.41) を含む 27′ × 27′(∼ 8.8× 8.8 Mpc2)という広
視野の deep imagingから数千個のメンバー銀河が特定され、z = 0.41における銀河団周辺のフィラメント構造の
存在が明らかにされた (Kodama et al. 2001)。これにより、A851銀河団周辺に銀河群規模の subclumpが多数
分布することが示された。一方、このような銀河団を取り囲む大規模構造に付随する高温物質の存在は、シミュ
レーションになどよって予言されてきたが、高赤方偏移において直接検出された例はほとんど報告されていない。

我々はXMM-Newton衛星のアーカイブデータを利用して、A851周辺のＸ線ガスの分布を調べた。XMM-Newton
は広い視野と大きな有効面積を持つので、本研究目的に適している。特に、メンバー銀河の面密度がΣ ∼ 100 Mpc−2

を超える 13ヶ所の銀河群領域に注目して、EPIC-MOS検出器の約 46ksecのデータからＸ線フラックスを測定し
た。その結果、まず、7つの銀河群領域にバックグラウンドレベルと比較して有意なＸ線放射があることから、銀
河分布とＸ線分布がよく似通っていることが示唆された。そのうち銀河団ガス自身の放射の影響を β-modelを用
いて評価しそれを取り除くと、2ヶ所については有意性が 4σを超える銀河群放射があると見積もられる。最もＸ
線放射の強い銀河群領域からは、Ｘ線フラックス∼ 1.5× 10−14 erg/s/cm2 (0.5–2 keV) が得られ、そのＸ線スペ
クトルは温度∼ 2keVの熱的放射モデル (あるいは Γ ∼ 2の power-lawモデル)でフィットできる。

本発表では以上のようなA851周辺についてのＸ線データ解析結果を示し、Subaruによる銀河分布とＸ線分布
の直接比較を行う。さらに大規模構造に付随するＸ線放射の性質について議論する予定である。


